
あ
の
頃
は
教
師
を
ゆ
さ
ぶ
る
も
の
あ
り
き
夢
も

自
由
も
仲
間
も
あ
り
き

髙
橋
貞
雄

福
音
を
恥
と
し
な
い
と
誓
う
わ
れ
今
後
の
余
生

過
ご
す
に
如
か
ず

池
永

孝

巡
り
来
る
花
の
季
節
は
絵
筆
持
つ
君
の
笑
顔
の

蘇
る

川
上
憲
一

師
走
来
て
ま
わ
り
は
み
ん
な
慌
た
だ
し
吾
ひ
と

り
の
み
さ
つ
ま
芋
掘
る

月
岡
秀
夫

実
紫
手
製
の
花
瓶
と
英
字
本
羽
根
先
生
の
机
上

の
シ
ン
ボ
ル

山
尾
邦
子

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
葉
ド
ン
グ
リ
拾
い
来
て
小
籠
に

収
め
秋
を
楽
し
む

佐
々
木
有
馬

母
の
手
を
思
い
出
し
つ
つ
乾
柿
を
十
個
に
挑
戦

す
れ
ば
妻
は
先
に
口
に
ほ
う
ば
る

松
田
皓
平

近
頃
は
小
学
生
か
ら
生
理
あ
る
ら
し
ゆ
と
り
の

対
応
で
き
て
る
の
か
し
ら

福
谷
美
智
子

眺
む
れ
ば
歩
み
し
日
々
の
浮
か
び
来
て
君
娘
孫

三
つ
の
笑
顔

鈴
木
晋
司

母
好
き
し
オ
ン
シ
ジ
ュ
ウ
ム
鬱
の
吾
を
抱
い
て
く

れ
る
か
黄
色
の
蝶
は

田
中
康
之

わ
が
里
の
イ
チ
ョ
ウ
は
齢
六
百
歳
明
日
散
る
も

よ
し
今
日
黄
金
色

正
重
哲
美

第221回府高退教「短歌を楽しむ会」 （21・12・6）

今回載せているのは11月と12月に寄稿して頂いた歌稿から一首を選んだものです。

出席４人、歌稿１１人、４２首。広島県三次市から正重哲美さんが初めて投稿して

下さいました。メールにはふる里みよし市の樹齢六百歳の見事なイチョウの木の写

真も添えられていました。みなさんにお見せしたいぐらいです。Xmas chocolateと

紅茶と津軽リンゴを頂きながらの楽しい会になりました。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
時
は
落
ち
着
い
て
き

た
か
と
思
わ
れ
て
い
た
コ

ロ
ナ
感
染
が
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
出
現
で
急
拡
大
し
、

不
安
を
抱
え
た
ま
ま
新
し

い
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

２
年
に
も
わ
た
る
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
と

の
共
生
と
い
う
声
も
出
て

き
て
い
ま
す
。
人
間
よ
り

も
遙
か
以
前
か
ら
存
在
す

る
ウ
イ
ル
ス
は
、
自
力
で

は
増
殖
で
き
ず
、
宿
主
で

あ
る
生
物
に
入
り
込
み
、

遺
伝
子
の
や
り
と
り
を
し

次回第２２２回は２月１４日(月)２時から教育会館ななめ向かいのガット

ネロで行います。歌稿は、２月７日（月)までに、下記宛ハガキ・ＦＡＸ・

メールなどでお送り下さい。

583-0024 藤井寺市藤井寺２丁目６－１７ 山尾邦子〒

tel・fax 072-954-8524 携帯 090-9167-3031

mail kunchan925@outlook.jp

社
会
の
あ
り
方
の
根
底
を
問
う
時
代
に

府
高
退
教
会
長

貝
谷
安
宏

な
が
ら
、
宿
主
と
の
「
攻

防
」
に
折
り
合
い
を
つ
け

て
落
ち
着
く
の
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小

児
科
医
ヘ
レ
ン
・
カ
ル
デ

ィ
コ
ッ
ト
の
著
書
『
核
の

狂
気
』
に
あ
る
次
の
言
葉

は
示
唆
的
で
す
。

「
産
業
の
発
展
で
科
学

が
宗
教
の
よ
う
に
あ
が
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

病
気
の
治
癒
や
延
命
、
環

境
を
支
配
す
る
こ
と
ま
で

を
科
学
が
約
束
し
、
人
類

が
地
球
を
所
有
し
て
い
る

と
信
じ
こ
む
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が

地
球
の
一
部
で
あ
り
、
も

し
私
た
ち
が
生
命
や
生
存

の
自
然
の
法
則
に
従
わ
な

け
れ
ば
、
私
た
ち
は
全
て

死
滅
す
る
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」。

コ
ロ
ナ
危
機
の
中
で
、

社
会
の
あ
り
方
の
大
本
を

問
い
直
す
声
や
運
動
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

気
候
危
機
、
核
兵
器
を

背
景
に
し
た
覇
権
争
い
、

国
際
紛
争
に
た
い
す
る
軍

事
的
対
応
の
強
化
、
国
内

で
は
、
岸
田
政
権
に
よ
る

新
た
な
大
軍
拡
や
憲
法
９

条
改
定
な
ど
に
よ
る
海
外

派
兵
体
制
の
強
化
、
新
自

由
主
義
経
済
に
よ
る
格
差

の
拡
大
な
ど
、
私
た
ち
の

命
や
生
活
だ
け
で
な
く
、

一
つ
間
違
え
ば
人
類
の
生

存
に
も
か
か
わ
る
大
き
な

問
題
を
ど
う
解
決
す
る
か

が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。

＊

＊

＊

府
高
退
教
は
１
９
９
１

年
１
２
月
に
結
成
さ
れ
て

３
０
年
た
ち
ま
し
た
。

以
来
３
０
年
間
、
ゆ
る

や
か
な
連
帯
の
な
か
で
、

会
員
に
、
退
職
後
の
豊
か

な
人
生
の
た
め
の
さ
さ
や

か
な
場
を
提
供
す
る
と
共

に
、
平
和
と
民
主
教
育
の

発
展
を
願
い
、
節
々
で
平

和
と
民
主
主
義
を
守
る
活

動
に
も
力
を
注
い
で
き
ま

し
た
。

５
月
に
は
総
会
と
３
０

周
年
の
記
念
の
行
事
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ん
の
思
い

に
応
え
る
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
助
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

改
憲
ス
ト
ッ
プ
の
新
署
名
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

総
選
挙
で
改
憲
勢
力
が
衆
院
で
四
分
の
三
を

超
え
、
自
衛
隊
の
憲
法
明
記
や
緊
急
事
態
条
項

創
設
な
ど
の
４
項
目
を
声
高
々
と
唱
え
る
岸
田

政
権
、
あ
の
ソ
フ
ト
？
な
顔
と
物
言
い
に
、
「
安

倍
改
憲
は
許
さ
な
い
」
と
い
っ
た
改
悪
反
対
の

熱
気
が
ま
だ
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
公
の
補
完

勢
力
ど
こ
ろ
か
、
改
憲
を
よ
り
推
進
し
よ
う
と

す
る
維
新
。
し
か
し
、
国
民
は
改
憲
よ
り
健
康
、

く
ら
し
、
福
祉
、
教
育
の
充
実
を
政
治
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

岸
田
政
権
の
大
軍
拡
は
「
や
ら
れ
る
前
に
敵

の
レ
ー
ダ
ー
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
殲
滅
せ
よ
」

と
い
う
全
面
戦
争
の
宣
戦
布
告
、
こ
ん
な
こ
と

が
許
さ
れ
て
い
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
憲
法
壊
す
な
！

憲
法
を
く
ら
し
に
活
か

せ
！
」
の
声
を
広
げ
に
広
げ
る
た
め
の
新
署
名

で
す
。
通
信
に
同
封
し
ま
し
た
の
で
会
員
み
な

さ
ん
の
ご
奮
闘
を
お
願
い
し
ま
す
。

府
高
退
教
の
目
標
は
一
人
５
筆
、
２
５
０
０

筆
で
す
。
締
め
切
り
は
５
月
３
日
（
火
・
祝
）

憲
法
記
念
日
で
す
。

署
名
送
り
先
は

幹
事
長
末
光
章
浩

〒5
3
5
-0
0
2
1

大
阪
市
旭
区
清
水
２-

-15

10

（
郵
送
料
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
）
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昨
年
10
月
12
日
、
大
阪
維

新
の
会
の
「
府
議
会
議
員
定

数
削
減
」
案
に
「
黙
っ
て
た

ら
ア
カ
ン
」
と
呼
び
か
け
て
、

石
田
法
子
弁
護
士
を
は
じ
め

女
性
有
志
10
人
で
ア
ピ
ー
ル

を
出
し
ま
し
た
。
「
府
民
の

声
を
切
り
捨
て
る
府
議
会
議

員
定
数
削
減
で
は
な
く
、
女

性
の
声
が
届
く
大
阪
府
議
会

へ
の
改
革
を
求
め
ま
す
」
と

い
う
も
の
で
す
。
２
０
１
１

年
に
府
議
会
議
員
定
数
を
２

割
削
減
し
た
維
新
は
、
今
年

の
２
月
府
議
会
で
さ
ら
に
９

人
（
１
割
）
削
減
す
る
案
を

多
数
の
力
で
強
行
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

維
新
案
は
、
「
人
口
当
た

り
の
議
員
数
を
全
国
最
小
」

に
す
る
と
し
て
、
現
在
88
人

の
定
数
を
79
人
に
す
る
も
の

で
す
。
削
減
さ
れ
れ
ば
、
人

口
11
万
１
９
３
１
人
に
議
員

１
人
（
全
国
平
均
で
は
人
口

５
万
人
に
議
員
１
人
）
と
な

り
ま
す
。
「
議
会
な
ん
て
い

ら
な
い
」
と
言
わ
ん
ば
か
り

で
す
。
「
身
を
切
る
改
革
」

と
言
い
ま
す
が
、
「
民
意
を

切
り
捨
て
る
大
改
悪
」
で
す
。

こ
れ
で
は
府
民
の
多
様
な
声

が
無
視
さ
れ
、
民
主
主
義
が

壊
さ
れ
ま
す
。

維
新
案
が
全
選
挙
区
の
７

割
を
「
１
人
区
」
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
も
大
問
題

で
す
。
政
府
の
男
女
共
同
参

画
会
議
は
「
都
道
府
県
議
会

で
１
人
区
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
女
性
の
議
会
進
出
を
困

難
に
し
て
い
る
」
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
大
阪
府

議
会
の
女
性
議
員
は
88
人
中

た
っ
た
６
人
で
す
が
、
「
１

人
区
増
大
」
は
さ
ら
に
女
性

を
議
会
か
ら
締
め
出
す
で
し
ょ

う
。こ

れ
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
流
れ
に
逆
行
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
者
全
国
最
多
が

続
い
た
大
阪
で
は
、
多
く
の

女
性
が
命
と
く
ら
し
の
危
機

に
直
面
し
、
Ｄ
Ｖ
・
貧
困
に

苦
し
む
女
性
も
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
女
性
の
声
を
府
議

会
に
届
け
る
た
め
に
は
女
性

議
員
が
必
要
で
す
。

街
頭
で
こ
の
こ
と
を
訴
え

る
と
、
「
え
っ
、
ホ
ン
マ
！
」

「
維
新
が
そ
ん
な
こ
と
す
る

の
？
」
と
言
う
声
が
返
っ
て

き
ま
す
。
ま
ず
、
府
民
に
知

ら
せ
る
こ
と
。
要
請
や
懇
談

で
議
員
に
府
民
の
声
を
届
け

る
こ
と
。
急
い
で
運
動
を

広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

幹
事
の
入
江
で
す
。
門

真
な
み
は
や
高
校
で
定
年

を
迎
え
、
港
高
校
で
週
３

日
の
再
任
用
、
今
は
、
港

高
校
で
非
常
勤
講
師

１
年

目
で
す
。
今
ま
で
新
日
本
ス

ポ
ー
ツ
連
盟
で
卓
球
大
会
の

お
世
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、

自
分
の
卓
球
も
再
開
し
ま
し

た
。
昔
、
教
育
大
学
で
の
卓

球
の
経
験
を
生
か
し
、
全
教

戦
（
教
育
系
大
学
の
現
役
と

O
B
・
O
G
の
大
会
）
を

目
標
に
や
っ
て
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
の
た
め
、
年
間

に
30
回
ほ
ど
や
っ
て
い
た
大

阪
の
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
大
会

も
半
分
近
く
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
大
会
を
し
な
け
れ

ば
、
卓
球
を
し
な
い
こ
と
で

の
ス
ト
レ
ス
、
運
動
不
足
も

大
き
な
問
題
で
す
。

大
会
を
開
い
た
と
き
の
参

加
者
の
笑
顔
、｢

大
会
開
い

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う｣

と

い
う
気
持
は
何
も
の
に
も
代

え
が
た
く
、
22
年
も
、
体
育

館
が
閉
館
に
な
ら
な
い
限
り
、

大
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い

で
す
。

と
に
か
く
日
々
を
生
き
抜

く
こ
と
で
す
。
あ
り
が
た
い

こ
と
に
、
今
は
元
気
で
す
。

現
役
の
頃
は
多
忙
に
か
ま

け
て
怠
っ
て
い
た
、
専
門

（
人
文
地
理
学
）
の
研
究
を

始
め
て
い
ま
す
。
神
輿
舁

(

か)

き
の
居
住
地
を
指
標
に
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化

を
捉
え
る
試
み
で
す
。
厳
し

く
親
切
な
若
い
人
た
ち
の
援

助
を
受
け
、
悪
戦
苦
闘
の
毎

日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
気
に
な

る
こ
と
は
病
人
多
発
の
高
校

事
情
で
す
。
再
任
用
で
奮
闘

さ
れ
る
皆
さ
ん
や
現
役
諸
氏

の
健
康
維
持
を
願
っ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
教
頭
さ
ん
は

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら

は
ど
こ
か
ら
も
顧
み
ら
れ
な

い
職
分
だ
け
に
、
心
配
が
つ

の
り
ま
す
。

【
旅
程
と
行
先
】

２
０
２
２
年
２
月
７
日
（
月
）

～
10
日
（
木
）

志
賀
高
原
一
ノ
瀬

【
宿
舎

ホ
テ
ル
山
楽

〒381-0401

長
野
県
下

高
井
郡
山
ノ
内
町
志
賀
高
原

一
ノ
瀬
フ
ァ
ミ
リ
ー
通
り

℡0269-34-2217

fax0269-34-2269

【
現
地
へ
の
往
復
】

現
地
集
合
・
現
地
解
散
で
す
。

【
費
用
】

ホ
テ
ル
は
７
、
８
、
９
日

を
予
約
し
て
い
ま
す
。
変
更

は
で
き
ま
す
。
費
用
は
、
交

流
費
、
旅
行
保
険
代
を
含
め

１
日
２
食
９
０
０
０
円
程
度

を
徴
収
し
ま
す
。
そ
の
他
昼

食
代
、
リ
フ
ト
代
が
必
要
で

す
。
ス
キ
ー
・
靴
の
レ
ン
タ

ル
で
き
ま
す
。

シ
ニ
ア
リ
フ
ト
券
購
入
、
ま

た
万
一
の
場
合
に
備
え
て
健

康
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

【
現
地
で
の
計
画
】

講
習
は
８
、
９
日
に
行
い
ま

す
。
講
師
は
退
教
会
員
の
桶

谷
政
博
ご
夫
妻
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先
】

山
上
俊
夫

TEL
FAX06-6571-6295

携
帯090-8467-9865

〒
552-

0012

大
阪
市

港
区
市
岡
４
ー
５
ー
12

参
加
希
望
の
方
は
、
１
月

31
日
ま
で
に
、
お
名
前
、
電

話
番
号
、
宿
泊
日
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

府高退教通信 NO.249 2022年1月21日

【
１
月
】

１
月
21
日(

金)

府
高
退
教
30
周
年
実
行

委
員
会
第
320
回
幹
事
会

終
了
後

【
２
月
】

２
月
７
日(

月)

謡
を
楽
し
む
会

茶
臼
山
画
廊

２
月
14
日
（
月
）
14:

00

短
歌
を
楽
し
む
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

２
月
18
日(

金)

12:

00

上
六
交
差
点

憲
法
宣
伝

14:

00
第
321
回
府
高
退
教

幹
事
会

「
カ
ト
レ
ア
」

２
月
25
日(

金)

14:

00

女
性
サ
ロ
ン

教
育
会
館

２
F
「
藤
」

HPP 府高退教 htttp://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/

当

面

の

日

程

山岸 稔（桜塚定）

女性サロンのお知らせ

久しぶりの女性サロンを下記の要領で開催します。
運動不足解消の軽い体操を指導してもらいます。
男性の参加も歓迎です。

記
内容：「フレイル予防体操」（体操は２０分程度）

日時：２月２５日（金）２：００ｐｍ～
場所：たかつガーデン ２F ふじ
講師：高田 加恵子さん

（大阪健康福祉短期大学非常勤講師）
仲野 真理子さん

持ち物：手拭い（タオルでも）
新聞紙（朝刊一日分位）
セロテープ（係でも少々準備しますので無

くても可）

女
性
を
し
め
だ
す
定
数
削
減
案
に
は
反
対
で
す

長
尾
ゆ
り
（
布
施
工
科
）

２
０
２
２
年
の
抱
負

入
江

宏

（
門
真
な
み
は
や
）

今
年
の
抱
負

大
島

明
（
大
冠
）

２
０
２
２
年
府
高

退
教
「
志
賀
高
原

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
」

ご
案
内


